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大
分
県
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
変
異
株
に
よ
る
感
染
者
が
３
月
２‐
日
に
確
認

さ
れ
て
以
来
、
感
染
が
広
が
り
ま
し
た
。
５
月
６
日

に
は
感
染
状
況
の
指
標
を
ス
テ
ー
ジ
３
に
引
き
上

げ
、
外
出
自
粛
や
飲
食
店
等
の
時
短
営
業
の
要
請

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
１
日
あ
た
り
の
新
規
感
染

者
数
が
、
５
月
И
日
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
な
ど

感
染
拡
大
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
が
、２７
日
以
降
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
援
種
進
む
も

強
制
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い

―
互
い
を
思
い
や
る
優
し
い
社
会
に
―

は
１０
～
２０
人
程
度
で
推
移
し
ま
し
た
。
６
月
に
入
り

１
桁
ま
で
下
が
り
、
新
規
感
染
者
数
が
０
の
日
も

あ
り
ま
し
た
。
６
月
１０
日
に
は
指
標
を
ス
テ
ー
ジ
２

に
引
き
下
げ
、
６
月
１３
日
を
も
っ
て
外
出
自
粛
や
時

短
要
請
を
解
除
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
は
大
都
市
等
を
中

心
に
感
染
者
数
は
高
止
ま
り
し
、
新
た
な
変
異
株

の
脅
威
も
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
県
も
、
緊
急
事
態
宣
言
地
域
等

へ
の
往
来
の

自
粛
や
１
密
の
回
避
、
少
人
数
・短
時
間
で
の
マ
ス

ク
会
食
な
ど
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
県
民
に

引
き
続
き
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
も
各
自
治
体

も
急
い
で
い
ま
す
が
、
早
期
に
接
種
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
本
人
の
希
望
が
二
の
次
と
な
り
、
接
種
を

強
要
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
県
も
「接
種
は
強
制
で
は
な
い
。
広
く
周
知
す

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
接

種
を
希
望
し
な
い
人
が
、
そ
の
理
由
を
詰
間
さ
れ

た
な
ど
の
事
象
が
、
す
で
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
特
効
薬
が
な
い
現
在
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
感
染
収
束

の
「切
り
札
」
で
す

が
、
様
々
な
理
由
で
接
種
し
な
い
。
で
き
な
い
人
も

い
ま
す
（私
の
よ
う
な
白
血
病
を
患

っ
た
者
は
、
不

安
が
あ
り
ま
す
）。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
苦
し
ん
で
い

る
中
だ
け
に
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、
誰
に
対
し

て
も
優
し
く
で
き
る
よ
う
な
社
会
で
あ
り
た
い

で
す
ね
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
開

催
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
論

調
査
ご
と
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
６
～

７
割
近
く
の
多
く
の
人
た
ち
が
「中
止
」
ま
た
は

「再
延
期
」
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政
府
や

東
京
都
の
状
況
を
見
る
と
、
感
染
拡
大
の
防
止
策

を
講
じ
た
う
え
で
是
が
非
で
も
開
催
に
こ
ぎ

つ
け

た
い
よ
う
で
す
。
な
ぜ
、
ア」
の
よ
う
な
時
に
五
輪
な

の
か
？
明
快
な
理
由
は
、
誰
も
語
ろ
う
と
し
ま
せ

ん
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
４
年

に

一
度
の
貴
重
で
大
事
な
大
会
で
あ
る
こ
と
は
理

解
で
き
ま
す
が
、
人
の
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

も

っ
と
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
真
摯
に
話
し
合
い
、

思
い
切

っ
た
決
断
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
大
会
の
成
功
。
不
成
功
に
関
わ
ら
ず
、
再
び

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
な
ら
な
い
よ
う

に
願
う
ば
か
り
で
す
。

報告が遅くなりましたが、4月に政党を社会民 |

主党から立憲民主党に移行しました。

しかしながら、◆子どもたちに笑顔と夢を ◆働

く人に希望を| ◆だれもが安lb・ 安全なくらしを !

という基本姿勢は変わりません。今コロナ禍の中、
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1議員として自分のできる限りのことを頑張りま魂 |

、今後も応援・支援をよろしくお願いします:    |



２
０
２
１
年
第
２
回
定
例
県
議
会
が
、
６
月

１５
日
か
ら

３０
日
ま
で
の

１６
日
間
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
わ
る
新
た
な
支
援
策
と
大
分
空
港
海

上
ア
ク
セ
ス
整
備
（ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
）
に
関
わ
る
補
正
予
算
、
そ
れ
に

一
般
就
労

を
め
ざ
す
「障
が
い
」
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
、
職
業
教
育
の
充
実
の
た
め
の
新
た
な

高
等
支
援
学
校
設
置
に
関
す
る
も
の
が
主
な
議
案
内
容
で
す
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
、
安
心
・安
全
な
新
し
い
生
活

様
式

へ
の
対
応
、
経
済
活
動
活
性
化
の
促
進
を
目
的
と
す
る
「新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
」
の
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
と
経
済
再
活
性
化

広
瀬
県
知
事
は
、
議
案
の
「提
案
理
由
説

明
」
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
再
拡
大
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
、
①

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
急
ぐ
こ
と

②
個
別
接
種

に
対
応
す
る
診
療
所
等

へ
の
助
成
金
を
接

種
回
数
に
応
じ
て
増
額
す
る
こ
と

③
６０
～

６４
歳
の
方
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
小
中
学

校
教
職
員
や
幼
稚
園
、
保
育
士
等
に
加
え
高

校
３
年
生
等
も
早
期
接
種
に
つ
な
げ
る
こ

と

④
職
域
で
の
接
種
を
す
す
め
る
た
め
県

内
企
業
や
大
学
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
、
の

４
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
社
会
経
済
の
再
活
性
化
の
た

め
、
生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
し
付
け
の
申

し
込
み
期
限
の
８
月
末
ま
で
の
延
長
や
、
生

活
困
窮
世
帯

へ
の
新
た
な
支
援
金
、
酒
類
販

売
事
業
者
や
交
通
事
業
者
な
ど
、
幅
広
く
対

象
と
す
る
県
独
自
の
支
援
金
を
迅
速
に
執

行
す
る
と
し
ま
し
た
。

ま
た
閉
会
日
の
６
月

３０
日
に
は
、
県
営
接

種
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
と
体
制
強
化
を
図
る

た
め
の
追
加
補
正
予
算
も
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

先
端
技
術

へ
の
挑
戦

大
分
空
港
が
ア
ジ
ア
初
の
水
平
型
人
工

衛
星
打
ち
上
げ
拠
点
「宇
宙
港
」
と
な
り
、
来

年
の
打
ち
上
げ
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
体
制
整

備
に
向
け
た
準
備
を
急
い
で
い
ま
す
。
課
題

と
な
る
の
が
、
大
分
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
。

そ
の
改
善
の
た
め
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

導
入
す
る
と
し
て
、
海
上
ア
ク
セ
ス
整
備
の

予
算
を
約

１８
億
９
２
０
０
万
円
計
上
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
を
目
標
と
す
る
運
行

開
始
後
は
、
県
外
空
港
か
ら
大
分
空
港

へ
の

利
用
転
換
と
ホ
ー
バ
ー
目
的
の
観
光
客
の

増
加
を
見
込
み
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
を
２０

年
間
で
約
６
１
４
億
円
と
試
算
し
、
県
経
済

の
底
上
げ
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
昨
年

の
７
月
豪
雨
災
害

の
復
旧
・
復
興
と

県
土
強
靱
化
の
た

め
の
治
水
機
能
の

強
化
や
砂
防
ダ
ム

の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
や
、
災
害

時
の
た
め
の
広
域

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
整
備
を

国
に
要
請
す
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

分
県
版
地
方
創
生
と
し
て
、
と
く
に
農
林
水

産
業
に
お
い
て
は
、
県
内
全
域
に
仕
事
の
場

を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
地
元
企
業
の
工

夫
・活
性
化
を
支
援
す
る
と
し
ま
し
た
。

<第 5号 >(先議案件)

1 補正概要

補正予算案  19億 25百万円(金額国庫支出)

(累 計)7196億 1365万 5千円
2 事業内容

○ワクチン接種体制緊急強化事業
・…………………………………………8億8500万円
・接種回数を継続的に拡充した診療所への手当の支給
・接種を集中して行った医療機関への協力金の支給

○生活福祉資金貸付事業………………………。10億円

感染症の影響で収入が湖少した世帯の生計等の

維持を図る。
・緊急小□員付 (回数1回)上 限20万円以内
・総合支援資金 (期間 原貝」3カ月以内 最長9カ月)

貸付上限

月20万円以内(2人以上)、 月15万円以内(単身)

○生活困窮者自立支援事業…………………4000万円
・対象者 特例貸付借入額が限度額に達した世帯に

支援金を支給
・期 間 3カ月
・支給額 単身世帯6万円、2人世帯8万円、

3人以上世帯10万円(月額)

<第 6号>
1 補正概要

補正予算案  18億9287万 9千円

(累 計)7215億 653万4千円
2 事業内容

○大分空港海上アクセス整備事業
……………………………………。18億3072万 9千円
・ホーバークラフトの調達や発着地の整備

船舶購入3隻 土地取得

○情報セキュリティ対策高度化事業………・6215万 円
く第7号 >(6月 30日追加議案)

1 補正概要

補正予算案  25億 6千万円(金額国庫支出)

(累 計)7240億 6653万 4千円
2 事業内容

○ワクチン接種体制緊急強化事業
。……………………………………。25億 6千万円

・県営接種センターの開設期間延長

(8月末→11月末)等



― 委員長は平岩県議 (県民クラブ)に 一

新型コロナ感染症対策の
1朝J委員会を設置

県民生活へ大きな影響を及ばしている新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大の防止と安全・安′らな生活を取り戻す

新しい生活様式への対応、あわせて経済活動の活性化を促

進する方策を調査することを目的として、「新型コロナウイル

ス感染症対策特別委員会」が設置されることが決定しまし

た。委員の定数は 15(自 民党7、 県民クラブ5、 公明党 1、 共

産党 1、 T人会派から1)。 期間は 2021年 6月から 2023年
3月 31日までです。

委員長には県民クラブの平岩純子県議が、冨l委員長は自

民党の衛藤博昭議員が選任されました。―日も早いコロナウ

イルスの終患をめざして頑張ります。

県
立
聾
学
校
跡
地
に
、
知
的
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
職
業
教
育
の
充
実
と
子

ど
も

一
人
ひ
と
り
の
職
業
能
力
の
向
上
を

図
り
、
一
般
就
労
を
め
ざ
す
子
ど
も
の
進
路

希
望
を
達
成
す
る
た
め
に
、
新
た
に
『県
立

さ
く
ら
の
杜
高
等
支
援
学
校
』
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
は
、
「第
二
次
大
分
県
特
別
支
援
教

育
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
高
等
部

単
独
の
支
援
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ
る
の

は
県
下
で
も
初
め
て
。
ア」
れ
を
契
機
に
ま
す

ま
す
支
援
が
充
実
し
て
い
く
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

「選択的夫婦Ell姓鶴隋 導入舶 けた議論の促進を求める意見書」は不採択 !

「義教費国庫負担鮨J度堅持の意見書」は採択されました。

つ議会では、県民クラブから「地方財政の充実。強化を求める」意

見書を含め3件の意見書を提案しました。教育の機会均等のため

の「義務教育賣国庫負担制度」は堅持の方向で採択されましたが、
「選択的夫婦別姓制度」に関わる意見書は、4会派の同意を得られ

ず否決されました。多様化が進む中、夫婦の名字をどうするか選ベ

るようにすることは、り 、ひとりを大事にする意0未からも重要です。現在、女性が不利益を被

る場合が多く、女性活躍の時代を見据えても、今後とも議論の促進を図らねばなりません。

大分県教育委員会提供



8日 首藤コレクシ∃ン顕彰推進協議会総会ならびに

駐日ロシア大使講演会に参力□(県議会)

10日 山田正彦氏請演会にて種子条lpl制 定に向けた

意見交換(大分市コンパルホール)

14曰 大分政経懇話会4用例会に参加
コロナウイルス感染について意見交換(臼杵市・喜楽庵)

19日 日杵市デ・リワ デ豪追悼献花式典参力]

(臼杵市佐志生黒島)

22日 土木建築委員会出席 (県議会 )

27日 内タヤ情勢調査会大分支部懇談会の講演会参力日

(大分オアシスタワー)

28日 教職員団体との意見交換会 (県教育会館 )

5月
12日 コロナ関連の専決予算説明会 (県民クラブ)

13日 土木建築委員会の県内所管事務調査

(豊後大野市～竹田市)

14日 土木建築委員会の県内所管事務調査 (佐伯市～日杵市)

19日 三木由紀子さん「デジタル化関連法案と自治体の個人情報
保護条夕1について」のオンライン講演会に参力□(県民クラブ)

21日 会派の政策企画会議出席 (県民クラの

:27日 琶膏夢壽雲曇案鰊 鷹民クラの

:31日
所雷電責曇套峯累藁1基

::目菫瞼 笏 晏 濶鵞冊
:

t津

:  8日 :棄虜i巽]冒桑茎巡琶誕

昌  巫裔肇六

県
道
６
３
３
号
線
、
通
称
「川
登
臼
杵
線
」

の
乙
見
近
辺
の
道
路
改
良
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
７
月
中

に
岩
盤

の
掘
削

や
舗
装

工
事

が

終

わ

る
予
定

の

よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
こ
の

場
所

は
よ
く
浸

水

が
起

こ
る
と

い

フ

」
と
で
、
新

た
な
側
溝

を
造

る
な
ど

の
整
備
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県民クラブ県南3議員コロナ対策研究チーム検討会(県民クラの
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ケジュ ※工程については、現場状況により変更となる可能性があります

工事内容
令和3年 令和4年

3月 1   6月 +   9月 1   12′
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1 4月 末時点約40%

今
後

予

定

1    今後発注工率

薇

鋏

●鏑装工事 薇

|ホームベ‐ジにご意見、
ご要望などお寄せください
最新の議会情報に会報「かけはじ2」

や様 な々調査等々、掲載しています。皆
様からのこ意見やご要望なども受け付
けています。よろしくお願いいたしま
す6      1

腎
'渾

著抱望翻
【県民クラブHPはこちら】
http:〃 www.OCt=net.ne.jp/kenmin‐ club/

この会報の記事を書いていた矢先、また悲しい三ュTスが

飛び込んできました。千葉県八街市の通学路で、大型トラツク

が下校時の子どもたちの列に突っ込み、5人が死傷した事件

です。これまでも、子どもたちが車に巻き込まれ命を落とす

事件は数多くあり、私も議会で取り上げたことがあります。通

学路が狭い(整備に手が回らない)のに交通量が多いことや、

慣れから車のスピードを出す等、原因はいろいろでしよう。ま

た、運転手は飲酒していたとのこと。飲酒運転の危険性がこ

れだけ叫ばれているのにも関わダ ‐…。

大人が、きちんとルールを守り、子どもの目線で子どもを

思いやる′らを持たない限り、この種の事件は永遠になくなら

ないのではないでしょうか。


